テスト仕様書
発注リスト作成ツール（P-2 改訂版） ─ 製造計画から在庫切れを予測する処理を検証する
要求仕様書・コア設計仕様書・実装が揃ったタイミングで実施するテスト。正常値・境界値・異常値の3観点で品質を保証する。期待値はチームA（パン班）デモデータに基づく。
1. テスト方針
1. 『作って動いた』で終わらせず、要求仕様（製造計画から在庫切れを予測し発注対象を出す）を満たすかを検証する。
1. 単体テスト（関数1個の動作）と結合テスト（CSV読込→計算→Excel出力の通し）の2層で行う。
1. 各テストで正常値・境界値・異常値を意識する。境界（閾値ちょうど・在庫0ちょうど）と異常系（壊れたCSV・未登録製品）こそ現場のトラブル源。
1. テストコードはAIに書かせてよいが、AIは自分のコードが正しい前提でテストを書くため、現場特有の境界値・異常系は人間が補う。
2. 事前準備（非環境依存）
開発者個人の環境設定（CLAUDE.md等のカスタマイズ）に依存しない構成で実行できる。
# Python 3.11以上。プロジェクト直下で実行
pip install -r requirements.txt
pip install pytest
pytest tests/ -v
2-1. テスト結果レポートの生成フロー
1. 本書の各テスト表に『結果』列を設けている。pytest実行後、コード生成AIに本書を渡し、各テストIDの結果列を ✓（PASSED）／✗（FAILED）で埋めさせ、テスト結果レポートとして出力する。本書（計画）と結果レポート（記録）は同じ表構造を使う。
3. 単体テスト：予定消費量 planned_usage（src/usage.py）
製造計画（ロット数）と配合表（1ロットあたり使用量）から、原材料ごと・日付ごとの予定消費量を積み上げる関数を検証する。
	ID
	テスト項目
	テスト方法
	合格基準
	これでわかること
	結果

	U-U-01
	ロット数×1ロットあたり使用量で積み上げる
	食パン3ロットと、配合（食パン→強力粉10kg/ロット）を入力
	usage[(日付, FLR-01)] == 30.0
	計画とレシピの掛け算が正しい。積み上げの中核が動く
	

	U-U-02
	複数製品が同じ原材料を使う場合に合算する
	同日に食パン3ロット（強力粉10）＋クロワッサン2ロット（強力粉4）
	usage[(日付, FLR-01)] == 38.0
	共通原材料の消費を足し合わせられる（差別化の核）
	

	U-U-03
	配合表に無い製品が計画にあっても落ちない（異常系）
	配合表に存在しない製品コードを計画に入れる
	例外なく完了し、その製品は使用量に寄与しない
	製品マスタ未登録でも監視が止まらない
	


4. 単体テスト：在庫切れ予定日と緊急度（src/depletion.py）
4-1. 在庫切れ予定日 depletion
	ID
	テスト項目
	テスト方法
	合格基準
	これでわかること
	結果

	U-D-01
	計画期間内に在庫が尽きる品目の在庫切れ予定日を返す
	現在庫10、使用量4/日（数日分）を入力
	在庫 10→6→2→-2 となる3日目が在庫切れ予定日。days_left＝起点からの日数
	在庫切れ予測の基本が動く
	

	U-D-02
	期間内に尽きない品目はNoneを返す
	現在庫100、使用量4/日を入力
	depletion_date=None, days_left=None
	在庫が持つ品目を誤って発注対象にしない
	

	U-D-03
	在庫ちょうど0の日を在庫切れとする（境界・<=0）
	現在庫8、使用量4/日を入力
	在庫 8→4→0 の2日目で在庫切れ（『<0』でなく『<=0』）
	0ちょうどを切れ扱いにし安全側に倒せる
	

	U-D-04
	在庫推移系列を日数分返す（グラフ用）
	計画日数Nで実行
	series の長さ == N+1（起点日を含む）
	バーンダウングラフが描ける
	


4-2. 緊急度 risk_label
	ID
	テスト項目
	テスト方法
	合格基準
	これでわかること
	結果

	U-R-01
	残り日数が危険閾値以下なら危険
	days_left=2, DANGER_DAYS=3, WARN_DAYS=7
	"危険"
	最優先品目を赤で出せる
	

	U-R-02
	危険でなく注意閾値以下なら注意
	days_left=5, DANGER_DAYS=3, WARN_DAYS=7
	"注意"
	近いうち発注を黄で出せる
	

	U-R-03
	注意閾値より大きければ色なし
	days_left=10, DANGER_DAYS=3, WARN_DAYS=7
	""（空文字）
	余裕品目に余計な色を付けない
	

	U-R-04
	危険閾値ちょうどは危険（境界・<=）
	days_left=3, DANGER_DAYS=3
	"危険"
	閾値ちょうどを危険側に含める
	

	U-R-05
	注意閾値ちょうどは注意（境界・<=）
	days_left=7, WARN_DAYS=7
	"注意"
	閾値ちょうどを注意側に含める
	

	U-R-06
	在庫切れしない品目（None）は色なし
	days_left=None
	""（空文字）
	在庫が持つ品目を緊急扱いしない
	


5. 単体テスト：推奨発注数 recommended_qty（src/calculator.py）
計画期間の総予定消費量に安全在庫日数を上乗せし、現在庫を引いた必要量を、発注ロット単位に切り上げる関数を検証する。
	ID
	テスト項目
	テスト方法
	合格基準
	これでわかること
	結果

	U-C-01
	在庫切れしない品目は0を返す
	depletion_date=None を入力
	0
	過剰発注を防ぐ。発注対象だけ数を出す
	

	U-C-02
	発注ロット単位で切り上げる
	必要量が704kgになる入力、order_lot=25 で実行
	25の倍数に切り上げた725
	取引先の最小発注単位を守れる
	

	U-C-03
	安全在庫日数ぶんが上乗せされる
	SAFETY_DAYS=7 と 0 を同条件で比較
	SAFETY_DAYS=7 の推奨数の方が大きい
	在庫切れ当日ぴったりでなく余裕を持てる
	

	U-C-04
	必要量が0以下ならマイナスにならず0
	現在庫が総使用量＋安全在庫を上回る入力
	0（負値を返さない）
	帳票が壊れない。max(0, …)のガードが効く
	


6. 結合テスト：パイプライン全体（チームAデモ・11品目）
3つのCSV読込→予定消費量→在庫切れ予測→緊急度→推奨発注→Excel出力 の通し動作を、チームAデモデータで検証する。
	ID
	テスト項目
	テスト方法
	合格基準
	これでわかること
	結果

	I-01
	デモ3CSVから発注対象が3件抽出される
	在庫リスト(11品目)・パン班の製造計画・配合表 を通し処理
	発注対象＝生イースト・バター・強力粉 の3件
	デモ解説の内訳と実装が一致。全体が破綻なく動く
	

	I-02
	各品目の緊急度が想定どおり
	同じデモを実行し、緊急度を確認
	生イースト=危険(残り3)、バター=余裕(残り9)、強力粉=余裕(残り11)、他は在庫切れなし＝余裕
	在庫切れ予測〜緊急度が通しで正しい
	

	I-03
	パン班の計画では他班材料が消費されない
	薄力粉・全卵・生クリーム35%/47%・栗ペースト等の予定消費量を確認
	これらの予定消費量＝0、在庫切れ予定日＝None
	1班スコープが効く。他班材料は休眠したまま
	

	I-04
	出力Excelが発注先区分でグループ化される
	代理店→直販の順を目視確認＋スクショ保存
	代理店（生イースト・強力粉）→直販（バター）の順で並ぶ
	発注先別に切り出して送る運用に合う
	

	I-05
	出力Excelの保管区分セルが色分けされる
	openpyxlで全セルを走査
	冷蔵（生イースト・バター）に色、常温（強力粉）は色なし
	視覚要件（保管区分の一目判別）を満たす
	

	I-06
	出力ファイル名に作成日が入る
	『発注リスト_YYYY-MM-DD.xlsx』を正規表現で確認
	形式に一致
	同日は上書き、別日は別ファイルで履歴が残る
	

	I-07
	必須カラム欠落でエラーになる（異常系）
	列名を欠いたCSVを投入。pytest.raisesで捕捉
	例外が発生し、不足カラム名がメッセージに含まれる
	壊れたCSVで黙って誤動作しない
	

	I-08
	Shift_JIS(cp932)のCSVも読める（エンコード）
	cp932で保存したCSVを読み、UTF-8と行数一致を確認
	UTF-8と同じ結果が得られる
	Windows業務システムが吐く典型的なCSVを扱える
	


7. 異常系・境界値の網羅チェック
テストコードはAIに書かせると正常系に偏る。以下の観点で『このケースは試したか?』と人間が補う。
1. 境界値：在庫ちょうど0で在庫切れ（U-D-03）、危険閾値ちょうど（U-R-04）、注意閾値ちょうど（U-R-05）。『<=』の取り違えがないことを必ず確認。
1. 異常値：配合表に無い製品が計画に現れる（U-U-03）、必須カラム欠落（I-07）。黙って誤動作せず、原因が分かること。
1. マイナス回避：現在庫が需要を上回る場合の推奨発注数（U-C-04）。負値を返さず0であること。
1. 文字コード：UTF-8だけでなくcp932（Shift_JIS）でも読める（I-08）。Windowsの業務システム出力はcp932が多い。
1. 1班スコープ：他班の材料が消費されず休眠する（I-03）。1チームから始める設計が崩れていないこと。
8. テストの実行と結果の読み方
$ pytest tests/ -v
tests/unit/test_usage.py::test_U_U_01_lots_times_per_lot PASSED
tests/unit/test_depletion.py::test_U_D_03_zero_boundary PASSED
...
============== 25 passed in 1.8s ==============
1. PASSED＝期待結果と一致（緑）。FAILED＝不一致（赤、どの入力でどう違ったかが出る）。ERROR＝テスト自体が壊れている（インポート失敗等）。
1. 全件PASSEDで初めて『仕様通り動く』と言える。1件でもFAILEDなら、コードかテストのどちらかを直す。
9. 結果列の埋め方と合格判定
1. 結果列の記入：PASSEDなら ✓、FAILEDなら ✗ を記入する。コード生成AIに本書を渡して自動記入させるのが標準運用。
1. 合格条件：全25件（単体17＝予定消費3＋在庫切れ4＋緊急度6＋推奨発注4／結合8）の結果列が ✓ で埋まること。1件でも ✗ があれば不合格。
1. 不合格時：FAILEDの原因を切り分け、コードのバグかテスト仕様の誤りかを判断して修正し、再実行して結果列を更新する。
1. 追加テストの扱い：実装側が自動生成したテスト（smoke test等）があれば併せてPASSEDを確認する。本書のID（U-U／U-D／U-R／U-C／I）以外は補助テスト扱い。
1. 運用：本書をテンプレートとし、結果列を埋めたものを『P-2_テスト結果レポート_改訂版.docx』として保存する。実行日・実行環境は文書の冒頭または末尾に追記する。
補足：使うデータはすべて架空のもので、実在の社内データ・取引先名は含まない。危険閾値・注意閾値・安全在庫日数は現場ごとに調整する定数。
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